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わが肩に重くくもりの垂れてきてふとあふのけの金魚をりたり白旗と思ふまでシーツはためけり空しきこころ裏庭に来ぬ
びん

空爆にななめに通る傷あれば捨てむとしつつ危ぶみてゐるきっちりと手袋はめしわがまへに胴黒さ電柱立ちてゐたりき竪くだる蟻おびただし高さダリヤ暑さこの日に悲歌をせらる

けんがい

ましろき懸崖をかかへ入れしとき内奥略し菊波打てりどくだみを抜きし一隅の土臭ふその節しぎにこころ葬りき
ひょう

豹の日をしてをると曙を言ひしとき巷にあひし少年か汝は

なあ

夕映をせぬ窓を見ておどろきぬ相子失-ししその空き跡の編みて寝る垂髪に棒の感じあり息づ-ときにわれはせばまる垂直のさみしさに似ぬ早婚にてみじかき同棲にてわれが産みにき昼の道にタール煮立ちてをる辛さとどこほりつつ恋ひつつゐたり

らち

何を見むとしてひびわれし堀の底ひを埼越えて見るさみしき眼われは漂ふじゃがいもの青の飛ぶとき空隙ありき瑠璃いろのみづは沼といふ水の居りけり変身絶えまなき雲も石畳壊れて消えん顔の向き変へしばかりにちひさぎ崩壊は

『畿』

ふきぶりの垂たき傘に身を屈むよみがへりつつ電話とほ-鳴る

いしB:'たみかげ

夜の朝岡は息のごときしるき琵あゆめれば歩み-るは翳濃さむかしか大運河に沿ひつつ夜行すわが少年の父の受野砲は黒さふ-らみぽろぽろになるまで地図を見き戦争のあはひに産みに善愛恋なりしやわが父の瞳空きたり娘われ空きしところを過ぎたりきちちよはぜ沙魚が日をみはり手許に上り釆とちちは言ひにき死ななんとして映刻に似し憂愁がわれのものか胸処に黒-豆の木は充ち硬さ顔断乎たる他者のわがなかにいつより棲みてわれは衷ふどくだみの族とも土ともならぬ死のもろごゑひそみわが夜の庭

め

何事の起らむとして陸路の実にうつ-し-空きたるときよふる雪に光りふるひゐるまんじゆしやげそれはあそびに速きひとむら

『珊瑚数珠』

ふりみだれ雪のふるなり幽明に乳房のかなしみ循るがごと-すぎし人すぎし日網羅して雪ぞふる　けふきさらぎのすゑつかた陰立ちの美しきなり明けとなりてさまよへる樹は樹の中に入りし並木みち飛白のごとき風見えて若死のこと問はむとおもふ昼ふけて人さまざまにある車中われは珊瑚の数珠をたづさふ
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今日もむかし夏のゆふぺに倒れゐる空髄に雨かがやきてふる桃のけば桃のまはりにただよひてぬばたまの夜に人らむとする佃ひとつ庭に置きたる父死にて笑ひの顔のしろく曝されたり

め

一時の紙のかがよひ歌反古を焼きて終ればいづべかば空くここにゐて死ぬまで遊べかなぶんのぶるぶるとゐるに糸をつなげりすぎとぼり垂れかかりたる赤き実は冷たく滑るか烏ののみどを

あいろもかりがね

ゆふまぐれ二階へ上る文色なきところを若しかして雁わたるいとふるき巨石坐る革丘に産卵狂ほしさなり白の蝶炎上せる家ゆ走りいづる罪ふかき影のごときのわれまぬがれず

をなが

何をか思ひ出し切れずうねりとびしてこし尾長鳥のこゑさわがしき遺されし図嚢のなかの色鉛筆　百日紅の花の色ありおどろきて見ぬ青さ菜の快活なる揺れやうは　あなたであらむか日常に変化のありこそひかがみの肉厚くなりてきたりてあはれ内面を無になしてねむりた-そをいねぎはのくるしみとせる牢愁とはこのやうにありわが下半身石膏繍輔の冷たく硬-空晴れて近づ-夜は見えざるに甲轟の飛ぶいたくさみしく

『黛樹』

さみしさにこのなまめきは食うぺける鰹の香り顔の辺りを去らず
みづかき

擬の甘美なる血流により水の上を走り空へ行きけり肯き空にさ-らの咲きて泣きごゑは過ぎし時間のなかよりきこゆ椅子に居てまどろめるまを何も見ず党めてののちに厨に出でぬヤチタモの林のなかにてわが母は両輪を奥にむけゐしとおもふ悲哀はとは-厨の卓の向う小ささ螺に塩満ちてゐる晴れし日のつめたき戸口に近づきてゆ-ときありき記憶といふは今夜とて和田川瀬りて橘の下は流れてをると気付きて過ぎぬ朽ちし葉に乗りて日ざしを浴みにたる一刹那ありきセセリの蝶に逸楽の肉にこもれる黄昏の色もの憂しとぞ書きのこしたる

『百乳文』

さのふまたけふ厨の方へ行かむとし尻尾のごときを曳きてをりけりわが魔のかへで紅葉にありつるを近所の適のそこここを飛ぶ母の住む離れの庭に日の差して母屋より同じき中庭の見ゆ圃筒のごときのかげのありありと山鳩崎けりこのゆふまぐれ

せもみぢは

散るといふことにて土に行-さまの急-と逝きのありて萩の黄葉ひさだしを引けど引けざりすぐそばに隠れて見えぬものにくるしむ
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たとへていはば守勢にあらむ一部屋をか-も片付けたるさのふけふ夏の日はつひに終らずも秋へゆ-ことしの夏日をはりとなしぬ椅子ひとつ節分に罷けりこのへやに総分のたれも居らざる日日を

むげ

をみな古りて自在の感は夜のそらの藍帝に手ののびて嵯-かなけれども､と言ひさしてわがい-ば-か空間のごときを得たりき彼はたれかカナカナといふそのこゑを亡き轍のなかに入れてかぞへよこの先へ行く時間なき旅の日に消えつつし白き苦かがや-受話器より暗き葉むらのうご-ごとありにし言の葉われをかこむかきしのぶる枝数々もあるやうなるわが部屋にわがしりぞさをりき

(最近作より)

よわよわしく時過ぎゆきし卓上に肘をつきゐし跡の照り出づこなた此方向く人の居りつつ中庭がふるきむかしの部屋のごとしも
しな

科といふ女は母にてしなのさのもとに目の眩むまで顔をあげゐして-ぶるにのこしてありしパンの耳のうごさをりたりまひるまの夢

にちにち

感冒の熱のもたらしし古りし時間　人のわれをよぶふるき日日白鰯に蓮の実浮きゐるその食をわが身に入れぬ忌はも徒らにおもひこしことも捨つればかおぼろかに弱者のゆとりのごとき味はひら庭の木の本腰おのおのに液化しゆ-げはひのありつ夜に入るまでをいろ湛ふる淵に沈むやうによそゆきの着物のなかに入りぬうつしみ

歌の表記･ふり仮名は原則として歌集に準拠しています｡

森岡貞香のエッセイ(一九七〇年)に次のような文があります｡
あひゆ

｢或るうたが､卓越した比喩をみせる時それは言葉の組合せ､構
築した作業の結果だと人らは言うかもしれぬ､が､事実の一見し

ひと

て等しくないものを結ぶのは､私だったら､事実に触発されて自分内部のあの奇妙な同居をのぞき見たことから始まりそうに思える｡そうであってみればその喩は当人にとっては内部告白にすぎないということになる､が､それにも喩を見られるとしたらそれは言い換えれば､私性から拡大された訴えをもつということに通じ

はず

て-るのであろうと思う｡第三者には通用しない筈の自分の内側

ひ

の同居には自身で心惹かれることである｡｣内部のあの奇妙な同居とは､｢自身さ､そつかがい知れないようなところ｣の､異質なものの同居をいいます｡ゆったりとした屈曲をふ-む独特の自己観察

(せんとう)(えんと､つ)

-　かつて｢われがもし尖塔ならば｣と歌い､またのちに､｢圃筒の

ごときのかげ｣を夕空に立ちのばらせもするこの作者ゆえに一層輿昧株-おもわれて､ここにあげることにしました｡

いしt:)i!み

藤井　忠(ふじい･ただし｢石畳｣会員)
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